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金星探査一

　研究者 とい うの は ，新た な事柄 に 出会 っ た とき自分の研究 との 関連性を常に 考える ようで

ある．飛行機 で ロ ッ キー山脈を越 え砂漠地帯 に入 る時，ア フ リカの砂漠 を空か ら眺め る 時 ，

火星地 図で 見た の と同じような地形 をつ い 探 して しまう．その 時，頭の 中は優雅 な旅行気分

か ら科学へ と
一

気に 変わ り，あの 地形模様 を造 るに は大気の流れが どの 方向か らどれ くらい

の 強さで 期閊はどれ くらい かなどと考える．自分は 因果 な仕事 をして い るなと思 い つ つ
，

こ の

疑問と考察が科学 ・技術 を発展させたの だと勝手に理解 し，飛行機 の 中で 満足感に
一人浸

っ て い る．

　人類 が空 を眺め るようにな っ て か ら ， 金星 は謎め い た 星 （惑星）として 捉 えられ て い た．そ

れ は ， ひ ときわ明るく輝 い て い た だ けで なく， 望遠鏡で 眺め て も厚 い 雲に覆われ ，決して雲の

下の 状況を我 々 に見せる ことが なか っ たか らである．

　金星の 雲 その もの に関する情報は分光観測 により得 られて い る．しか し， 金星雲の 直接観

測 と雲の下の 状態 や金星大気 ・プ ラズ マ と太陽風の 相 互作用 に つ い て は ， 米ソに よる 金星

探査機 の 登場まで 待た なければい けなか っ た．探査機による金星観測 がス ム ーズ に進 ん だ

わけで は決 して ない ．1960年代の初め に登場した米国の マ リナーシリ
ーズの 失敗 とフライバ

イか ら，直接観測を初め て 実施した パ イオニ ア ビー
ナス まで 15年以上の 年月を費や して い る．

一方 ，
ソ 連 も金星大気の 直接観測 まで 15年以上 を費や した．1960年代の 初めか ら直接観測

まで に 10個 以上 の 金星探査機をソ連 は失 っ て い る．米ソ は 人工 衛星，月探査 ，有人飛行 ， 惑

星探査を政治的に利用 したこ とは間違い ない ．しか し ， 人類の 最初の 惑星探査が金星で あり，

多くの 失敗 と膨大な努力が ， そ の 後の 惑星研究の 出発点 となっ た ことは記憶 に留めておか な

くて は い けない ．

　新 た な発 見か ら ， 今まで より多くの疑 問が生 じるように ， 金星探査機による多 くの 発見は ，

金星固有の 現象として だ けで な く， 我 々 の 太陽系や惑星の 存在 ・生成 その もの に疑問 を投げ

か けるように なっ た．「金星 と地球の 環境が これ ほ ど異 な っ て い るの は なぜか」， 「金星 と地球

が異 なる進化をしたの は なぜか」， そ して 「我 々 の 地球 ・惑 星は今ど の ような進化過程の 中に

い る の か，将来どの ような進化をするの か」，我々 は明快 な答えを未だに持 っ て い ない し，こ

れらの 疑問が惑星研究 を進め る大 きな原動 力とな っ て い る．

　 日本の金星研究は ， その ほとんどが米 ソ の 結果 を基に ス タートして い るか もしれ ない ．私個

人 も，パ イオ ニ ァ ビー
ナス の 初期結果 を見た ときの 衝 撃を未 だに鮮 明 に記憶 して い る ．そし

て ，あの 体が 震えるような衝撃 を日本の 金星研究 で 再び味 わえる こ とをひそか に期待 して い

る．金星 に興味を持 ち研究 して い る日本の研究者の パ ワ
ー

が 金星研究 をさらに発展させ 世界

をリ
ー

ドして い くことを期待し，また強 く確信もして い る．
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